
　病院で伺ったところ、「検査をした病院に症状が続く人は大抵来院する」と言っています。しかし、

お盆休みなどでたまたま「検査をした病院が休み」となり、困ってしまった人がいました。 他の病

院（コロナ対応病院）に電話をするも「断られた」という人もいました。

　今後、年末年始などの長期で病院が休みの場合も出てきます。 最初に検査をした病院以外で

の診察などの対応はどうするのか？

　八千代市では県が案内する２４時間対応の電話相談0570−200−139をお知らせしています。

「症状が重症化した場合など」とありますが、重症だけでなく、症状が改善されない、コロナ後遺

症かな？など長引いたり、迷った場合でも相談して良いとのことです。

　市内の病院では、 通常診察と同時に診察をしているところ、特別診察として他の患者さんがい

ない時間帯に対応しているところと、様々な形で対応してくださっています。 「困ったときは必ず電

話をしてから来院」または、八千代市健康づくり課047−483−4646へ一度電話をしてください。

　日本共産党は、コロナ感染症の発熱行動のその後の対応として、９月議会でも質問をしていき、

市民のみなさんへ周知できるようにしていきたいと思います。

　ご意見・ご要望をお寄せください。

コロナウイルス感染症の症状が長引く時、どうすれば

　5月8日から、新型コロナウイルス感染症は２類から５類へ移行されましたが、風邪と同じ扱いに

なるため様々な場面で違いが出てきます。

　自己負担３割の方の診察では、病院によっての違いがありますが、「コロナ検査と診察」で約4

千円を超える窓口での支払いとなります。さらに、調剤薬局で1週間相当分の薬代がかかってき

ますので、診察と薬代合わせて6千円を超える場合があり、大きな負担となっています。

　また、現在、市内の多くの病院がコロナ対応の検査や診察を行っていますが、「一度電話をかけ

てから来院するように」となっています。 突然の来院での対応が困難となって

いることから、市では再度、回覧板等で「来院前に電話を」と呼びかける案内

を出すようです。

　「５類へ移行で風邪と同じ扱い」と言っても、 新型コロナウイルス感染症は

「診察も対応も特別なもの」となっています。

５類へ移行でも風邪と同じ扱いではありません
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　　　  https://www.city.yachiyo.lg.jp/site/covid-19/


